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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　事務機器の原稿圧着板を装置本体に対して開閉可能に支持するものであって、装置本体
へ取り付けられる底板とこの底板の両側より立設させた両側板を有する取付部材と、上板
とこの上板の両側より垂設された両側板とこの両側板より内側に折り曲げて設けた抱持片
とを有し、前記両側板を前記取付部材の両側板へ第１ヒンジピンを介して回動可能に連結
して成る支持部材と、上板とこの上板の両側部から垂設させた両側板を有し、前記支持部
材の両側板の自由端側に第２ヒンジピンを介して回動可能に取り付けられたところの前記
原稿圧着板を取り付けるリフト部材と、前記取付部材の両側板間に設けられた受圧部材と
、この受圧部材に当接して前記支持部材内部に前記抱持片に抱えられて摺動可能に収装さ
れた第２スライダーと、前記リフト部材の両側板が前記第２ヒンジピンを介して回動する
側に取り付けられた作動部材と、この作動部材に当接して前記支持部材内に前記抱持片に
抱えられて摺動可能に収納された第１スライダーと、前記第１スライダーと前記第２スラ
イダーの間に前記支持部材内に収装されて弾設された圧縮コイルスプリングとから成り、
前記作動部材、前記第１スライダー、及び前記第１スライダーが外側に露出している部分
の少なくとも一部と、前記圧縮コイルスプリングが外部へ露出している部分を覆うカバー
部材を設け、このカバー部材の両側に設けた取付片の縁部を前記支持部材の上板の下面へ
当接させて当該取付片を前記第２ヒンジピンへ取り付けたことを特徴とする、原稿圧着板
開閉装置。
【請求項２】
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　前記カバー部材は、前記支持部材の上板或は両側板へ溶接、取付ビス、或はリベットピ
ンで取り付けたことを特徴とする、請求項１に記載の原稿圧着板開閉装置。
【請求項３】
　前記カバー部材は、前記第１スライダーの上部側の一部と第２ヒンジピンの上部側を覆
う第１カバー部と、この第１カバー部から絞られつつ約４５度の角度で折り曲げられて設
けられた第２カバー部と、この第２カバー部から第１カバー部に対して９０度となる角度
で折り曲げられた第３カバー部と、前記第１カバー部の両側部より折り曲げて形成させた
ところの前記第２ヒンジピンへ取り付けられる取付片と、で構成されていることを特徴と
する、請求項１に記載の原稿圧着板開閉装置。
【請求項４】
　前記カバー部材は、前記第１スライダーの上部側を覆う第１カバー部と、この第１カバ
ー部に対して略直角に折り曲げられたところの、前記支持部材の抱持片の間と第１スライ
ダーと第２スライダーの間から外部へ露出している圧縮コイルスプリングを覆う第２カバ
ー部と、前記第１カバー部の両側部から折り曲げ形成させたところの前記第２ヒンジピン
へ取り付けられる取付片と、で構成されていることを特徴とする、請求項１に記載の原稿
圧着板開閉装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機、印刷機、ファクシミリ、スキャナー等の事務機器に用いて好適な原
稿圧着板開閉装置並びにこの原稿圧着板開閉装置を用いた事務機器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　複写機、印刷機、ファクシミリ、スキャナー等の事務機器の装置本体には、その装置本
体に原稿圧着板が原稿圧着板開閉装置を介して開閉可能に取り付けられている。この原稿
圧着板開閉装置は、一種のヒンジ機構であり、下記特許文献１に記載されているように、
事務機器の装置本体へ取り付けられる底板とこの底板の両側より立設させた両側板を有す
る取付部材と、上板とこの上板の両側より垂設された両側板を有し、この両側板を前記取
付部材の両側板へ第１ヒンジピンを介して回動可能に連結して成る支持部材と、原稿圧着
板を取り付ける上板と、この上板の両側より垂設した両側板を有し、この両側板を前記支
持部材の自由端側へ第２ヒンジピンを介して前記支持部材の回動方向とは逆方向へ回動可
能に連結したリフト部材と、このリフト部材の両側板の間に取り付けられた作動部材と、
この作動部材に当接して前記支持部材の前記両側板の間に摺動可能に収装された第１スラ
イダーと、前記取付部材の前記両側板の間に設けられた受圧部材と、この受圧部材に接し
て前記支持部材の前記両側板の間に摺動可能に収装された第２スライダーと、前記第１ス
ライダーと前記第２スライダーの間に弾設された圧縮コイルスプリングとで構成されてい
る。
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－９５３３９号公開特許公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この従来公知の原稿圧着板を開くと、当該原稿圧着板を装置本体へ開閉可能に取り付け
ている原稿圧着板開閉装置の内部構造、とくに作動部材、第１スライダー、第２スライダ
ー、受圧部材、圧縮コイルスプリングといった部分が外部へ露出することになって、操作
者の目に入ることから、外観上好ましい印象を与えないことになる上に、作動部材、第１
スライダー及び第２スライダーと支持部材との間の摺接面、さらには圧縮コイルスプリン
グの部分には、潤滑用のグリスやオイルが塗布されていることから、このグリスやオイル
がコンタクトガラス上へ載置した原稿でコンタクトガラスよりはみ出した部分の端部を汚
してしまったり、さらには、装置本体に対して原稿圧着板を取り付けたり、或は装置本体
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の修理の際に原稿圧着板を着脱するときなどに、原稿圧着板開閉装置に手を触れたり、つ
かんだりすることも多く、その際にグリスやオイルで手を汚してしまうといった問題もあ
った。
【０００５】
　本発明は上述した問題点を解決するためになされたものであり、その目的とするところ
は、原稿圧着板を開いた時に、内部構造が極力外部へ露出せず、かつ、コンタクトガラス
上へ載置した原稿の端部がグリスで汚れたり、原稿圧着板を開閉したり、原稿圧着板を装
置本体に対して着脱させる操作者や作業員の手がグリスやオイルなどで汚れないように工
夫した、原稿圧着板開閉装置を提供せんとするにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために本発明の原稿圧着板開閉装置は、装置本体へ取り付けられる
底板とこの底板の両側より立設させた両側板を有する取付部材と、上板とこの上板の両側
より垂設された両側板とこの両側板より内側に折り曲げて設けた抱持片とを有し、前記両
側板を前記取付部材の両側板へ第１ヒンジピンを介して回動可能に連結して成る支持部材
と、上板とこの上板の両側部から垂設させた両側板を有し、前記支持部材の両側板の自由
端側に第２ヒンジピンを介して回動可能に取り付けられたところの前記原稿圧着板を取り
付けるリフト部材と、前記取付部材の両側板間に設けられた受圧部材と、この受圧部材に
当接して前記支持部材内部に前記抱持片に抱えられて摺動可能に収装された第２スライダ
ーと、前記リフト部材の両側板が前記第２ヒンジピンを介して回動する側に取り付けられ
た作動部材と、この作動部材に当接して前記支持部材内に前記抱持片に抱えられて摺動可
能に収納された第１スライダーと、前記第２スライダーと前記第１スライダーの間に前記
支持部材内に収装されて弾設された圧縮コイルスプリングから成り、前記作動部材、前記
第１スライダー、及び前記第２スライダーが外側に露出している部分の少なくとも一部と
、前記圧縮コイルスプリングが外部へ露出している部分を覆うカバー部材を設け、このカ
バー部材の両側に設けた取付片の縁部を前記支持部材の上板の下面へ当接させて当該取付
片を前記第２ヒンジピンへ取り付けたことを特徴とする。
【０００８】
　さらに本発明は、前記カバー部材を、前記支持部材の上板或は両側板へ溶接、取付ビス
、或はリベットピンで取り付けるように構成することができる。
【０００９】
　本発明はさらに、前記カバー部材を、前記第１スライダーの上部側の一部と第２ヒンジ
ピンの上部側を覆う第１カバー部と、この第１カバー部から絞られつつ約４５度の角度で
折り曲げられて設けられた第２カバー部と、この第２カバー部から第１カバー部に対して
９０度となる角度で折り曲げられた第３カバー部と、前記第１カバー部の両側部より折り
曲げて形成させたところの前記第２ヒンジピンへ取り付けられる取付片と、で構成するこ
とができる。
【００１０】
　本発明はさらに、前記カバー部材を、前記第１スライダーの上部側を覆う第１カバー部
と、この第１カバー部に対して略直角に折り曲げられたところの、前記支持部材の抱持片
の間と第１スライダーと第２スライダーの間から外部へ露出している圧縮コイルスプリン
グを覆う第２カバー部と、前記第１カバー部の両側部から折り曲げ形成させたところの前
記第２ヒンジピンへ取り付けられる取付片と、で構成することもできる。
【発明の効果】
【００１３】
　上述したように本発明によれば、カバー部材によって、原稿圧着板開閉装置を構成する
第２ヒンジピン、作動部材、第１スライダー、及び第２スライダーが外部へ露出する部分
の一部と、圧縮コイルスプリングが外部へ露出する部分を覆うことができるので、これら
の露出部分に付着している潤滑用或は防錆用のグリスやオイルによって、原稿圧着板の開
閉操作を行う操作者や、或は組立、修理の際に原稿圧着板自体を装置本体へ取り付けたり
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、取り外しを行なったりする作業者の手を汚したり、装置本体のコンタクトガラス上に載
置する原稿の端部がグリスやオイルで汚れてしまったりするのを有効に防止できるもので
ある。
【００１４】
　また、原稿圧着板を開いた際に、外部へ露出する第２ヒンジピン、作動部材、第１スラ
イダー、第２スライダーの一部、及び圧縮コイルスプリングが外部へ露出するのを防止で
きることから、美観を高め、原稿圧着板開閉装置のグレードアップを図ることができるも
のである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る原稿圧着板開閉装置を用いた事務機器の一種である複写機の原稿圧
着板を開いた状態の斜視図である。
【図２】図１に示した複写機から原稿圧着板開閉装置のカバー部材を取り外した状態の斜
視図である。
【図３】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の１例を示す斜視図である。
【図４】図３に示した本発明に係る原稿圧着板開閉装置からカバー部材を外してみた斜視
図である。
【図５】図３に示した原稿圧着板開閉装置の一部分解斜視図である。
【図６】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の使用状態を示す側面図である。
【図７】図６に示した原稿圧着板開閉装置の側断面図である。
【図８】本発明の原稿圧着板開閉装置の使用状態を示す側面図である。
【図９】図８に示した原稿圧着板開閉装置の側断面図である。
【図１０】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の使用状態を示す側断面図である。
【図１１】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の平面図である。
【図１２】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の使用状態を示す側面図である。
【図１３】図１２に示した原稿圧着板開閉装置の側断面図である。
【図１４】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の支持部材の斜視図である。
【図１５】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の第１スライダーを示し、（ａ）は上側から
見た斜視図、（ｂ）は下側から見た平面図である。
【図１６】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の第２スライダーを示し、（ａ）は下側から
見た斜視図、（ｂ）は上側から見た平面図である。
【図１７】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の他の実施例を示す斜視図である。
【図１８】図１７に示した本発明に係る原稿圧着板開閉装置の１部分解斜視図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明に係る原稿圧着板開閉装置を事務機器の一種である複写機に用いた場合に
ついて説明するが、本発明に係る原稿圧着板開閉装置は、複写機以外の、印刷機、ファク
シミリ、スキャナー、或いは複合機と称せられる事務機器等にも広くにも用いることがで
きるものである。
【実施例１】
【００１７】
　図１と図２は、本発明に係る原稿圧着板開閉装置３を用いた複写機Ａを示す。その中で
図１は本発明に係るカバー部材１４と１５を取り付けた状態を示し、図２はカバー部材１
４と１５を取り付けてない状態を示している。この図２を見れば、原稿圧着板を開くと、
後述する原稿圧着板開閉装置３の内部構造（作動部材９、第１スライダー１０、第２スラ
イダー１２、及び圧縮コイルスプリング１３或は１３ａなど）が外部へ露出していること
が解る。左側の原稿圧着板開閉装置３ａにおいても指示記号を付けてはいないが同様であ
る。
【００１８】
　図面によれば、事務機器の一種である複写機Ａは、装置本体１と、この装置本体１の上
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面に設けたコンタクトガラス１ａ上を覆う原稿圧着板２とを備えており、本発明に係る原
稿圧着板開閉装置３は、複写機Ａの装置本体１に対し原稿圧着板２を開閉可能に取り付け
る一種のヒンジ機構である。通常左右一対のものが用いられており、以下に右側の原稿圧
着板開閉装置３について説明するが、左側の原稿圧着板開閉装置３ａにも同じように実施
できるものである。この左側の原稿圧着板開閉装置３ａは、原稿圧着板２に取り付けられ
た原稿自動送り装置２ａの側を支持するので、重量のあることから、後述する圧縮コイル
スプリング１３ａ、１３ａを２個並べて使用している。しかし、この左側のものも右側の
原稿圧着板開閉装置３と同じ上記技術的課題を有していることから、この左側の原稿圧着
板開閉装置３ａにも本発明を実施することが必要である。
【００１９】
　図３～図１６は、図１と図２に示した原稿圧着板開閉装置３、３ａのうち、右側の原稿
圧着板開閉装置３のものを示している。左側の原稿圧着板開閉装置３ａは、圧縮コイルス
プリング１３ａ、１３ａを２個使用している点を除いては、その構成は寸法が異なるのみ
で右側の原稿圧着板開閉装置３とその構造が同じである。
【００２０】
　図面に示したように、本発明に係る原稿圧着板開閉装置３は、複写機Ａの装置本体１の
後部上端へ取り付けられた取付部材４と、この取付部材４へ第１ヒンジピン５を介して回
動可能に連結された支持部材６と、この支持部材６の自由端側へ第２ヒンジピン７を介し
て回動可能に連結されたところの原稿圧着板２を支持するリフト部材８と、このリフト部
材８の第２ヒンジピン７側へ取り付けられた作動部材９と、この作動部材９に当接して前
記支持部材６の両側板６ｂ、６ｂの間に抱持片６ｃ、６ｃに支えられて各摺動可能に収装
された第１スライダー１０と、前記取付部材４の両側板４ｂ、４ｂ間の前方に偏した位置
に設けられた受圧部材１１と、この受圧部材１１に接して支持部材６の両側板６ｂ、６ｂ
の間に抱持片６ｃ、６ｃに抱えられて摺動可能に収装された第２スライダー１２と、第１
スライダー１０と第２スライダー１２の間にその一部を外部へ露出させて弾設された圧縮
コイルスプリング１３と、このとくに圧縮コイルスプリング１３が外部へ露出する部分を
覆う独立した部材のカバー部材１４とで構成されている。
【００２１】
　取付部材４は、装置本体１に取り付けられる底板４ａと、この底板４ａの両側端部から
それぞれ当該底板４ａに対して直交する方向に折り曲げられた両側板４ｂ、４ｂと、底板
４ａの一端部（とくに図７に示したように右端部）から当該底板４ａに対して直交する方
向（略直交する方向も含む）に延びる略矩形状の後板４ｃと、から構成されている。
【００２２】
　取付部材４の底板４ａは、略矩形状に形成され、取付釦部材４ｈと取付ネジ４ｊ等で装
置本体１へ取り付けるための取付孔４ｆ、４ｇが設けられている。受圧部材１１は、実施
例のものは取付部材４の両側板４ｂ、４ｂ間に非回転に取り付けられているが、両側板４
ｂ、４ｂ間に回転可能に取り付けられてもよい。さらに、受圧部材１１はその形状につい
てとくに限定はないが、実施例のもののように断面円形状の軸体として、両側板４ｂ、４
ｂ間に固定させ、その外周に回転可能に筒体を取り付けたものであってもよい。この受圧
部材１１は、後述するように、第２スライダー１２のカム部１２ａと圧接しており、カム
部１２ａと受圧部材１１の外周には図示は省略するが潤滑用のグリスが塗布されている。
【００２３】
　支持部材６は、上板６ａと、この上板６ａの両側端部からそれぞれ当該上板６ａに対し
て直交する方向に折り曲げて垂設された両側板６ｂ、６ｂと、両側板６ｂ、６ｂの下端部
側の一部を互いに対向する側に９０°折り曲げて形成した抱持片６ｃ、６ｃと、から構成
され、両側板６ｂ、６ｂの自由端側には後述する作動部材９のガイド溝６ｄ、６ｄが設け
られている。両側板６ｂ、６ｂは取付部材４の両側板４ｂ、４ｂの外側に位置し、この取
付部材４の両側板４ｂ、４ｂの後部側上端部へ、第１ヒンジピン５を介して両側板６ｂ、
６ｂを回転可能に連結させている。
【００２４】
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　リフト部材８は、原稿圧着板２の後端側をビス等で取り付ける上板８ａと、この上板８
ａの両端部から下方へ折り曲げて垂設させた両側板８ｂ、８ｂと、この両側板８ｂ、８ｂ
の下端部側から外側へ折り曲げて形成させた取付板８ｃ、８ｃから成る正面から見て略凸
字状のものである。このリフト部材８は、支持部材６の両側板６ｂ、６ｂの外側に位置し
て、その先端側に第２ヒンジピン７を介してその両側板８ｂ、８ｂを支持部材６の両側板
６ｂ、６ｂへ当該支持部材６の取付部材４に対する回動方向とは逆方向へ回動するように
連結されている。
【００２５】
　リフト部材８の両側板８ｂ、８ｂにはさらに、第２ヒンジピン７を支点とする旋回位置
に作動部材９が取り付けられており、この作動部材９は、後述する第１スライダー１０に
圧接している。そして、作動部材９自身と第１スライダー１０のカム部１０ａには図示し
てないが潤滑用のグリスが塗布されている。この作動部材９は、実施例では丸いピン状の
ものであり、リフト部材８の両側板８ｂ、８ｂ間に固定されているが、その形状に限定さ
れない。さらにまた、それ自身が回転可能にリフト部材８の両側板８ｂ、８ｂの間に取り
付けられてもよく、上板８ａ、或は両側板８ｂ、８ｂから折り曲げて形成させてもよい。
【００２６】
　支持部材６の両側板６ｂ、６ｂの内側には、一対の第１スライダー１０と第２スライダ
ー１２がその各スライド部１０ｄ、１０ｄ・１２ｄ、１２ｄを抱持片６ｃ、６ｃに抱えら
れて摺動可能に収装されている。この一対の第１スライダー１０と第２スライダー１２は
、圧縮コイルスプリング１３の各端部を収容させるスプリング収容部１０ｃ、１２ｃが設
けられた有底筒体状のもので、抱持片６ｃ、６ｃの間から、湾曲部１０ｂ、１２ｂが突出
して設けられることにより、各スライダー全体の厚みを減少させることにより、材料の節
約を図っている。
【００２７】
　そして、この一対の第１スライダー１０と第２スライダー１２との間に圧縮コイルスプ
リング１３が、その両端部をそれぞれのスプリング収容部１０ｃ、１２ｃに収容させて弾
設されており、その中間部は第１スライダー１０と第２スライダー１２、及び抱持片６ｃ
、６ｃとの間から外部へ露出しており、その表面には防錆用のオイル或はグリスが塗布さ
れている。このように圧縮コイルスプリング１３は、一対の第１スライダー１０と第２ス
ライダー１２をそれぞれ互いに離間する方向に付勢することにより、それぞれの端部に設
けたカム部１０ａ、１２ａを作動部材９と受圧部材１１に圧接させて、作動部材９を介し
てリフト部材８が支持部材６と重なり合うように付勢させ、同時に支持部材６とリフト部
材８を原稿圧着板２の開成方向へ付勢させている。
【００２８】
　第２スライダー１２のカム部１２ａは、上昇傾斜部１２ｅと、この上昇傾斜部１２ｅに
続いて設けられた下降傾斜部１２ｆと、この下降傾斜部１２ｆに続いて少し落ち込んだ位
置に設けられた落ち込み平坦部１２ｇから成り、その両側部には第１ヒンジピン５を内側
両側部を逃がすための逃がし凹部１２ｈ、１２ｈが設けられている。
【００２９】
　第１スライダー１０のカム部１０ａは、頂部側に隆起させた平坦部で構成されている。
第２スライダー１２の上昇傾斜部１２ｅの始端部からは、さらに取付部材４側に受圧部材
１１の表面を覆うガード部材１２ｊが突設して設けられている。
【００３０】
　そして、カバー部材１４は、主として圧縮コイルスプリング１３の露出している部分を
覆うもので合成樹脂製のものが原稿圧着板開閉装置３（或は原稿圧着板開閉装置３ａ）自
体の美観を高め、グレードアップを図る意味で好ましい。しかし、合成樹脂製のものに限
定されない。このカバー部材１４は、第１スライダー１０の上部側の一部と第２ヒンジピ
ン７の上部側を覆う第１カバー部１４ａと、この第１カバー部１４ａから絞られつつ約４
５度の角度で折り曲げられて設けられた第２カバー部１４ｂと、この第２カバー部１４ｂ
から第１カバー部１４ａに対して９０度となる角度で折り曲げられた第３カバー部１４ｃ
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と、で構成されており、この第３カバー部１４ｃで支持部材６の抱持片６ｃ、６ｃの間と
第１スライダー１０と第２スライダー１２の間から外部へ露出している圧縮コイルスプリ
ング１３を覆っている。また、このカバー部材１４は、第１カバー部１４ａの両側部から
折り曲げた取付片１４ｄ、１４ｄに設けた取付孔１４ｆ、１４ｆへ第２ヒンジピン７を挿
通させることにより当該第２ヒンジピン７へ取り付けられている。
【００３１】
　即ち、このカバー部材１４は、とくに図５に示したように、第２ヒンジピン７で支持部
材６の両側板６ｂ、６ｂとリフト部材８の両側板８ｂ、８ｂを、それぞれ設けた挿通孔６
ｅ、６ｅ・８ｄ、８ｄへ挿通させて連結させる際に、第２ヒンジピン７へ取り付けられる
もので、取り付けられると、とくに図７、９、１０、１１などに示したように、取付片１
４ｄ、１４ｄの縁部が支持部材６の上板６ａの裏側へ当接することになる。このことによ
り、カバー部材１４は、取付状態がグラグラすることなく安定した状態で、第２ヒンジピ
ン７へ取り付けられている。
【００３２】
　したがって、第３カバー部１４ｃを支持部材６の抱持片６ｃ、６ｃに固定する必要はな
く、そのための固定手段である、取付ネジなどを用いなくとも良いので、第１スライダー
１０と第２スライダー１２の円滑なスライドを阻害することはない。カバー部材１４はこ
のように工夫されている。第３カバー部１４ｃは、さらに、第１スライダー１０と第２ス
ライダー１２の各湾曲部１０ｂ、１２ｂと圧縮コイルスプリング１３の外周を覆う湾曲覆
部１４ｇとこの湾曲覆部１４ｇの両端側から延出されて抱持片６ｃ、６ｃを覆う覆片１４
ｈ、１４ｈとを有している。
【００３３】
　したがって、図６と図７に示したように、装置本体１の上面のコンタクトガラス１ａ面
上に原稿圧着板２が閉じられて密着している状態において、カバー部材１４は、その第１
カバー部１４ａで第１スライダー１０の頂部と作動部材９のいずれもグリスやオイルが付
着している部分を覆うと共に、第２カバー部１４ｂと第３カバー部１４ｃで第１スライダ
ー１０と、圧縮コイルスプリング１３と、第２スライダー１２の一部のいずれも外部へ露
出している部分を覆っている。
【００３４】
　したがって、コンタクトガラス１ａ上に載置させた原稿が薄いものであっても厚いもの
であっても、作動部材９や、第１スライダー１０、第２スライダー１２、及び圧縮コイル
スプリング１３などに付着しているグリスやオイルによって汚れてしまうことがないもの
である。また、ガード部材１２ｊは原稿圧着板２の閉成時において、受圧部材１１の回り
の、とくにコンタクトガラス１ａ側を覆っている。
【００３５】
　以上の閉成状態から原稿圧着板２の手前側を手に持って、装置本体１の上面から離間す
る方向（即ち開成方向）に第１ヒンジピン５を支点にして開くと、第２スライダー１２の
受圧部材１１に当接する箇所が上昇傾斜部１２ｅの下降方向へと徐々に摺動すると共に、
第２スライダー１２が圧縮コイルスプリング１３によって受圧部材１１の側へ支持部材６
の中を摺動し、圧縮コイルスプリング１３が徐々に伸び、図１２と図１３に示した最大開
成角度（約９０°）においては、落ち込み平坦部１２ｇが第１ヒンジピン５に接して第２
スライダーのストッパーとなり、さらに支持部材６の上板６ａが取付部材４のストッパー
部４ｄ、４ｄに当接して、それ以上原稿圧着板２が開かないようになっている。
【００３６】
　図８～図１３に示したように、原稿圧着板２の全開閉角度範囲において、カバー部材１
４は、原稿圧着板開閉装置３の外部へ露出する、第２ヒンジピン７、作動部材９、第１ス
ライダー１０．圧縮コイルスプリング１３、及び第２スライダー１２の一部などの各表面
側を覆うので、コンタクトガラス１ａ上へ原稿を載置する際に当該原稿が、第２ヒンジピ
ン７、作動部材９、第１スライダー１０．圧縮コイルスプリング１３、及び第２スライダ
ー１２の一部などに当たって、グリスやオイルなどで汚されてしまう心配のないものであ
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る。また、原稿圧着板２の装置本体１への取り付け時や、装置本体１の修理、保守、点検
時において装置本体１に対して原稿圧着板２の着脱を行う際には、原稿圧着板開閉装置３
の部分を手で持って作業することがあるが、この際にも手にグリスやオイルが付着して汚
してしまう虞のないものである。
【００３７】
　また、本発明の原稿圧着板開閉装置３は、厚さに関係なく原稿を装置本体１のコンタク
トガラス１ａ上に安定して載置させ、コンタクトガラス１ａの上面を水平に覆うことがで
きるものである。即ち、原稿が図１０に示すように本のように厚い厚物原稿１６の場合、
原稿圧着板２を開き、厚物原稿１６をコンタクトガラス１ａ上に載置させて原稿圧着板２
を閉じると、厚物原稿１６の端部が支持部材６の下面に当たるので、さらに、原稿圧着板
２を閉じ方向へ押圧させてやると、リフト部材８が作動部材９を介して圧縮コイルスプリ
ング１３の弾力に抗して反転し、原稿圧着板２が厚物原稿１６の上面を水平状態で覆うこ
とができるものである。この際に、第２ヒンジピン７を支点に旋回する作動部材９は、支
持部材６の両側板６ｂ、６ｂに設けたガイド溝６ｄ、６ｄの中へ嵌入して、リフト部材８
の反転を可能にしている。また、以上のようにリフト部材８を介して原稿圧着板２が反転
することで、厚物原稿１６の複写面がコンタクトガラス１ａ上に平行に圧着することがで
きると共に、外光がコンタクトガラス１ａを介して装置本体内部へ侵入するのを防止して
、不鮮明は複写とならないようにすることができるものである。
【実施例２】
【００３８】
　図１７と図１８は、カバー部材の他の実施例を示す。図面によれば、この実施例２に係
るカバー部材２０は、第１スライダー１０の上部側を覆う第１カバー部２０ａと、この第
１カバー部材２０ａに対して略直角に折り曲げられたところの、支持部材６の抱持片６ｃ
、６ｃの間と第１スライダー１０と第２スライダー１２の間から外部へ露出している圧縮
コイルスプリング１３を覆う第２カバー部２０ｂから成り、第１カバー部２０ａの両側部
から折り曲げたところの取付孔２０ｄ、２０ｄを設けた取付片２０ｃ、２０ｃを第２ヒン
ジピン７へ取り付けて構成されている。　その他の湾曲覆部２０ｆや覆片２０ｇ、２０ｇ
などは実施例１のものと同じである。このカバー部材２０は、取付片２０ｃ、２０ｃの縁
部を実施例１の図７、９、１０、１１、１３に示したように、支持部材６の上板６ａの下
面へ当接させて第２ヒンジピン７へ取り付けられることにより、カバー部材２０は、この
取付片２０ｃ、２０ｃによりグラグラすることなく、第２ヒンジピン７へ取り付けられて
いる。
【００３９】
　この実施例２に係るカバー部材２０は、実施例１のカバー部材１４の第１カバー部１４
ａのくびれた部分の幅を広くしたことから、より広く作動部材９と第１カムスライダー１
０等の外部露出部分を覆うことができることから、より一層グリスによる原稿の汚れを防
止し、外観上の美観を高めることができるものである。
【００４０】
　尚、この実施例２に係る原稿圧着板開閉装置３の構成は、実施例１のものと同じである
ので、その他の部材の説明を省略する。また、以上の実施例１或は２のものは、カバー部
材１４或は２０を支持部材６へ固定するに当たり、当該カバー部材１４、或は２０を支持
部材６の上板６ａ或は両側板６ｂ、６ｂへ溶接、取付ビス、或はリベットピン等で固定す
る方法もある。
【実施例３】
【００４１】
　本発明に係るカバー部材は、例えば特開２００８－２２４７０４号公報に記載されてい
るように、公知構成の下記原稿圧着板開閉装置へも取り付けて用いることができる。即ち
、底板とこの底板より垂設させたところの前記装置本体に設けた取付孔へ着脱可能に取り
付けることのできる脚部と前記底板の両側部より立設させた両側板とを有する取付部材と
、上板とこの上板の一端部側に設けた頂板と前記上板の両側部より垂設された両側板とこ
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の両側板より内側に折り曲げて設けた抱持片とを有し、前記両側板を前記取付部材の両側
板へヒンジピンを介して回動可能に連結して成る支持部材と、前記取付部材の両側板間に
設けられた受圧部材と、この受圧部のカム部に当接して前記支持部材内部に摺動可能に収
装されたスライダーと、このスライダーと前記頂板との間に前記支持部材内に収装されて
弾設された圧縮コイルスプリングとから成る原稿圧着板開閉装置であって、カバー部材を
前記スライダーが外側に露出している部分の少なくとも一部と、前記圧縮コイルスプリン
グが外部へ露出している部分を覆うように支持部材に固定して設けるものである。このよ
うに構成しても、本発明の目的を達成できるものである。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　本発明は、原稿圧着板開閉装置を構成する、第１及び第２スライダーや作動部材、さら
には受圧部材や圧縮コイルスプリングといった外部へ露出する部分を有し、グリスなどが
付着している部分をカバー部材で覆うことができることから、コンタクトガラス上に載置
させる原稿の端部が、グリスなどで汚れてしまうのを極めて有効に防止し、また、外観を
損なうこれらの部材が外部へ露出することも防止することができることから、とくに複写
機や複合機に代表される事務機器の原稿圧着板開閉装置に実施して好適である。
【符号の説明】
【００４３】
　Ａ　　複写機
　１　　装置本体
　２　　原稿圧着板
　３、３ａ　　原稿圧着板開閉装置
　４　　取付部材
　４ａ　底板
　４ｂ　両側板
　４ｃ　後板
　４ｆ　取付孔
　４ｇ　取付孔
　５　　第１ヒンジピン
　６　　支持部材
　６ａ　上板
　６ｂ　両側板
　６ｃ　抱持片
　６ｅ　取付孔
　７　　第２ヒンジピン
　８　　リフト部材
　８ａ　上板
　８ｂ　両側板
　８ｄ　取付孔
　９　　作動部材
　１０　第１スライダー
　１１　受圧部材
　１２　第２スライダー
　１３　圧縮コイルスプリング
　１３ａ　圧縮コイルスプリング
　１４　カバー部材
　１４ａ　第１カバー部
　１４ｂ　第２カバー部
　１４ｃ　第３カバー部
　１４ｄ　取付片
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　１４ｆ　取付孔
　１５　カバー部材
　２０ａ　第１カバー部
　２０ｂ　第２カバー部
　２０ｃ　取付片
　２０ｄ　取付孔

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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